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「リアルなユーザーの存在を感じられることがうれしい」Yahoo!
メールのサポーターズクラブ

ヤフーでは、特定のサービスを⻑くご利⽤いただいているユーザーのみなさんにご参加いただく
「サポーターズクラブ」を⼀部のサービスで運営しています。
今回は、Yahoo!メールのサポーターズクラブの担当者に、活動内容やサポーターの声がどのよ
うにサービスに⽣かされているのかなどを聞きました。
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（左から、⽊下、星野、村⽥）

⽊下 菜奈⼦（きのした ななこ）

2018年⼊社。Y!mobileメールアプリ、Android版Yahoo!メールアプリの機能改善、UI・UX（ユーザーインター

フェース・ユーザーエクスペリエンス）設計などを担当。

星野 美佳（ほしの みか）

2008年⼊社。カテゴリ検索やモバイルサービスを中⼼に担当後、⾳声アシスト、Yahoo!かんたん写真整理、

Yahoo!かんたんバックアップなどのデザインを担当。現在はパソコン版Yahoo!メール、スマートフォン版Yahoo!

メールのUX/UIデザインを担当している。

村⽥ 千紗（むらた ちさ）

2016年⼊社。Android版Yahoo!メールアプリ、iPhone/iPad版Yahoo!メールアプリの機能改善やUI・UX設計、

Yahoo!メールのきせかえテーマのデザインなどを担当。

Yahoo!メール 私のオススメ機能

⽊下︓メールを送った⼈の頭⽂字が⾊やアイコンでメールの先頭に付く「送信者アイコン」です。正しい認証がつ

いているメールにだけ表⽰されるので、「⾊がついていないメールは、もしかしたら気をつけた⽅がいいメールか

もしれない」と判断するために役⽴てていただきたいです。

星野︓Yahoo!メールアプリで、1個で複数のアカウントを管理できる機能がオススメです。他社メールアカウント

も⼀緒に確認できますし、アカウントごとにきせかえテーマを設定しておくことで、アカウントを区別しやすくな

ります。

村⽥︓⻑い間デザインを担当している「きせかえテーマ」です。ユーザーさんからもとても良い反響をいただいて

いる、無料で使える機能です。「ユーザーに楽しんでいただきたい」という気持ちで作っています。

Yahoo!メールのサポーターズクラブ

村⽥︓
Yahoo!メールは2016年にサポーターズクラブを設⽴しました。当時、CS（カスタマーサポー
ト）主導で運営をスタートしたのですが、サービス側からもサポーターズクラブに携わる有志の
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メンバーを何名か決めて⼀緒に活動していました。現在は、Yahoo!メールのデザイナー3名で運
⽤しています。

星野︓
Yahoo!メールには約4,000⼈のサポーターがいらっしゃいます。コロナ禍になってからは、オ
ンラインインタビューの実施と、サービスについてのアンケートを中⼼に⾏っています。

村⽥︓
最初にサポーターの⽅との交流イベントを開催したのは2017年です。
※当時の様⼦︓サービスのファンが⼤集合︕ サポーター交流会を開催

交流イベントに来てくださった⽅は、好奇⼼旺盛で「Yahoo!メールをどういう⼈が作っている
んだろう、と気になって来ました」「どんな⾵に機能開発されてるか気になりました」という⽅
が多い印象でした。

⽊下︓
Yahoo!メールのサポーターズクラブはサービス開始からずっと使ってくださっている40〜50代
の⽅が多くいらっしゃいますが、オンラインインタビューの際のZoomでの画⾯共有なども、操
作に迷いながらも問題なくやってくださっています。インタビュー後に「今度からも（画⾯共有
機能を）使ってみます」というコメントをいただくこともあって、やはり好奇⼼旺盛で積極的な
⽅がサポーターになってくださっていると感じます。

村⽥︓
インタビューをお願いするときは、まだ世に出ていない機能を先⾏して使っていただくこともあ
ります。そのため、⾃分の意⾒をサービスに反映できること、事前に知ることができるのがうれ
しい、という声をいただいていました。

村⽥︓
私たち3⼈で、サポーターの⽅にお送りする会報も作成しています。会報では、機能開発の裏側
や新機能などを画像も使ってていねいにご紹介することを意識しています。
会報を読んでいただくことで、機能の詳細やその裏側を知ることができる点が、サポーターの⽅
にとってのメリットだと感じていただけているのではないかと思います。
また、セキュリティ対策や安全なメール利⽤に興味がある⽅が多いです。そのため、Yahoo!メ
ールでは迷惑メールをきちんと迷惑メールフォルダーに振り分ける機能を特に評価いただいてい
るようです。

⽊下︓
会報をお送りした時に、毎回アンケートを実施して、サービスへの疑問や知りたいことなどを書
いていただいています。そのなかで返信できるものには、次の会報でお返事させていただくこと
もあります。

1）サポーターとの交流イベントを開催

2）ユーザーインタビューを実施してプロダクトに反映

3）サービスの最新情報などを掲載した会報を定期的に配信

https://about.yahoo.co.jp/info/blog/20170217/supporters.html


Yahoo!メール サポーターズクラブの主な活動
1）サポーターとの交流イベントを開催
2）ユーザーインタビューを実施してプロダクトに反映
3）サービスの最新情報などを掲載した会報を定期的に配信、アンケートも実施

サポーターからの応援が励みになる

星野︓
サポーターの⽅からいただくサービスへの応援メッセージがとてもうれしく、励みになっていま
す。
お送りした会報に対しても「機能についてていねいに教えてくれてありがとうございます」「説
明が分かりやすかったです」「新しいきせかえテーマがかわいいので、さっそく設定しました」
などの反応をいただくこともあります。



⽊下︓
Yahoo!メールでは、⻑く使っているユーザーの意⾒を聞きたいときには、まずサポーターズク
ラブのサポーターのみなさんを対象としたアンケートを実施しています。⻑年使ってくださって
いるユーザーに意⾒を直接聞けたり、アンケートで回答いただけたりすることは、本当に⼤きな
メリットだと思います。
また、いつもはアプリのデザインを担当しているので、イベントの際にサポーターの⽅にお渡し
するノベルティーをデザインできたことも楽しかったです。

過去に作ったノベルティー

村⽥︓
リアルなユーザーの存在を感じられることで、実際に使っていただいているサービスをデザイン
しているという実感が湧きますし、やりがいにつながっています。
ヤフーはIT企業なので、配信した先にその⼈が本当にいることを想像しにくいところが多少なり
ともあると思っています。でも、サポーターの⽅と交流できることで、使ってくださっているユ
ーザーを具体的にイメージしやすくなることは、デザイナーとしてものづくりをする上でとても
プラスになっていると思います。



デザイナーがサポーターズクラブの活動をリードす
る理由

星野︓
デザイナーの私たちが会報も作成するなど、すべての活動を担っている理由は、ヘビーユーザー
の⽅にしっかりリサーチさせていただき、それをサービス改善に反映できるということが⼀番の
理由です。Yahoo!メールでは、サポーターズクラブの活動以外も、ユーザーにインタビューや
アンケートを⾏うときは、デザイナーが担当することが多いです。
ユーザーの⽬に触れたり、使っていただいたりする部分を作っていることもあり、デザイナーが
サポーターズクラブの活動をリードしているのは⾃然なことだと思っています。

村⽥︓
以前、サポーターの⽅に⼀緒にきせかえテーマを考えていただいたことがあります。
こちらで⽤意したテーマの図案について、アンケートでサポーターの⽅に投票していただきまし
た。その後、その結果を基にブラッシュアップしたものを⾒てまた投票していただく、という流
れで作りました。
きせかえテーマのコピーライトを⼊れる欄にも「Special Thanks to Supporters Club
members !」というメッセージも⼊れて、⼀緒に作ったものとして出すことができました。

1）サポーターと⼀緒につくった「きせかえテーマ」



Sunriseのきせかえテーマ

「Special Thanks to Supporters Club members !」のメッセージ

また、「ドールプレイ⽅式」という⼿法を使って、サポーターの⽅と⼀緒にお知らせページの改
修を検討しました。具体的には、それまでかなり古いデザインだったお知らせのページをどう改
修するといいか、⼈形を使ったワークショップを実施しました。

※当時のワークショップの様⼦
⼈形劇では「今のお知らせ情報は、不具合など緊急のものと、そうではないものが⼀緒に通知されるため、通知されるお知
らせの種類や時間帯を設定したい」というサポーターの要望に対して、Yahoo!メールの開発者が解決⽅法を検討し解決策を
リリース。その後、不満が解消され、さらにYahoo!メールを便利に使っていただける「現状→変化→未来」を描いたストー
リーが発表された。

2）サポーターと⼀緒に「お知らせ」ページを改善



ワークショップを通じてわかった、サポーターさんが感じたことや課題などをもとにお知らせペ
ージのデザインを改善しました。「障害のお知らせだけでなく、もっと楽しいお知らせが⾒た
い」という声が多かったので、イラストを多めにして、障害の記事以外の記事も載せるようにし
ました。

改善前、改善後のお知らせページ

今後の展望

⽊下︓
作ったサービスを実際使っていただいてどうだったかというフィードバックは、これからも⾃分
で集めたいと思っています。
サポーターズクラブの活動を始めるには覚悟も要りますが、ユーザーに近い⽴場の仕事をされて
いる⼈が、ユーザーの声を直接聞きたい、サービスに反映したいという思いがあったら、このよ
うな取り組みをやってみてはいかがでしょうか。

うれしいご意⾒をいただいていると先ほどはお話しましたが、もちろん悪いフィードバックをい
ただくこともあります。たとえば、「会報の記事にiPhoneアプリについての記事が多すぎる」
という声をいただいたら、ウェブ版Yahoo!メールの記事も増やすようにしました。これから
も、いただいた声にはできるだけお応えしていきたいと思っています。



星野︓
まだリアルにお会いするのは難しい状況ですが、オンラインでサポーターの⽅に集まっていただ
いて座談会をやってみたいです。サポーターの⽅から「裏技を知りたい」「独特な使い⽅があっ
たら教えてほしい」という声もいただくのですが、私たちからすると裏技のつもりはないので、
少し気づかれにくい機能なのかな、という発⾒につながります。
また、「この機能をこんな⾵に便利に使っています」などについてもお聞きしたいですし、サポ
ーターさん同⼠にも盛り上がって話していただけそうだなと思っています。
これからもできる限り、サービスに対するご意⾒をたくさんいただきながら、Yahoo!メールを
より使いやすく改善したり、新しいサービスを作ったりしていきたいと思います。

【関連リンク】



⽂・写真／Yahoo! JAPANコーポレートブログ編集部

パソコン版を10年ぶりにリニューアル、ユーザーと対話をしながら進化するYahoo!メール

「ファン＝サポーターと交流しながらより便利で使いやすいサービスに」Yahoo!ファイナン
スのサポーターズクラブ
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